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請願・意見書案の審査結果

　国会では、今年６月４日に全世代対応型の社会
保障制度を構築するための健康保険法の一部を改
正する法律が可決され、75歳以上の高齢者の医療
費窓口負担２割化が決まりました。単身世帯で年
収200万円以上、夫婦世帯では320万円以上の高齢
者が対象となります。この法改正で国は年間1050
億円の給付金額削減が実現できると試算していま
す。また、現役世代の負担軽減を導入の目的にし
ていますが一人当たりの軽減額はわずか月額30円
程度にすぎず、将来75歳以上になった時の負担額
の方が多くなると予測されています。高齢者の医
療負担額増による受診控えが、コロナウイルス感
染拡大の状況下で一層進むと考えられるので、高
齢者の命と健康を守るため医療費窓口負担の現状

維持に留めるよう求めるものです。
　「２割負担が実施されれば、新型コロナウイル
ス感染症拡大に加え、受診控え、介護サービス利
用控えなどで健康維持の困難さも増えてくるので
賛成」「２割負担になってもすべてのケースで実際
の負担額が２割になるわけではない。複数の病気
で外来受診しても、負担額の上限を月３千円とす
る配慮措置が設けられている。現役世代の負担抑
制にもなるので現状維持には反対」との討論があ
りました。生活文教常任委員会では、採決の結果、
挙手多数で採択されましたが、本会議では、討論、
採決の結果、賛否同数。議長裁決により不採択と
なりました。

請願第１号 　請願者　諏訪地方社会保障推進協議会

75歳以上高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める請願
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛否同数で議長裁決の結果不採択

　請願第１号の願意に沿って議員提案されたもの
です。
　討論では、「国は『働き方に中立的な社会保障
や税制を整備し、勤労者皆保険の実現に向けて取
り組み、人生100年時代を見据えた、子どもから
子育て世代、お年寄りまですべての方が安心でき
る全世代型社会保障の構築』を検討している。こ
の意見書はその政策を後退させるものなので反
対」「今回の改正は、高齢者への医療費の負担を

現役世代に押し付けるのではなく、高齢者にも負
担してもらい公平にするものである、高額医療費
に対する国の公費負担もあり、すべての高齢者の
窓口負担が増えるわけではないので、反対」。
　「窓口２割負担になると受診控えにも繋がり、
病気の悪化により医療費も膨らむことになるの
で、賛成」「高齢者にしわ寄せを押し付けるのは
許されないので賛成」との討論があり、採決の結
果、賛否同数。議長裁決により否決されました。

意見書案第９号 議員提案

後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国へ　　賛否同数で議長裁決の結果否決
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賛成者は「○」、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。
※賛否同数のため、議長の裁決権行使により議決しました。

意見書案の審査結果

　新型コロナウイルス感染症拡大により、下諏訪
町の財政は大変疲弊している状況である。国に対
し、地方税財源（町への国からの交付金）の確保
と、町の税収入に対して影響がない地方税改正を
行うよう求める内容です。

　「コロナ禍での減税分は国が補填しているので、
反対」「国の減税施策は理解はするが、地方財源へ
のしわ寄せがないようにしてもらいたいので、賛
成」との討論があり、採決の結果、挙手多数で可
決しました。
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会
計
補
正

予
算
を
、
議
会
開
会
日
に
、
即
日
審
査
し

ま
し
た
。

　
18
歳
以
下
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
５
万

円
を
支
給
す
る
国
の
施
策
に
沿
う
も
の
で
、

保
護
者
の
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、

０
歳
か
ら
中
学
生
に
は
、
町
の
児
童
手
当

の
シ
ス
テ
ム
が
活
用
さ
れ
ま
す
。
中
学
卒

業
後
の
高
校
生
等
に
つ
い
て
は
、
申
請
が

必
要
で
す
の
で
、
年
明
け
以
降
の
支
給
と

な
る
予
定
で
す
。
財
源
は
す
べ
て
国
か
ら

の
補
助
で
賄
わ
れ
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
真
に
困
窮
し
て
い
る

方
々
へ
の
支
援
策
が
望
ま
れ
る
が
、
こ
の

給
付
金
に
よ
り
救
わ
れ
る
方
々
が
い
る
の

も
、
事
実
。
一
定
の
効
果
を
期
待
す
る
」

「
町
の
す
み
や
か
な
対
応
を
期
待
す
る
」

8月豪雨災害で被災した津島公園横

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　年
内
支
給
に
向
け

　議
会
開
会
日
に
可
決

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　年
内
支
給
に
向
け

　議
会
開
会
日
に
可
決

総
務
経
済

　常
任
委
員
会

総
務
経
済

　常
任
委
員
会

な
ど
の
賛
成
討
論
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
臨
時
特
別
給
付
金
の
追
加
分
５

万
円
に
つ
い
て
は
、「
現
金
支
給
と
し
、
年

明
け
の
臨
時
議
会
に
補
正
予
算
を
諮
る
」

こ
と
が
、
議
会
閉
会
日
の
議
会
全
員
協
議

会
で
、
町
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
申
請
手
続
き
が
必
要
な
高
校

生
等
に
つ
い
て
は
、
10
万
円
が
一
括
で
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
８
月
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
農
地
災
害

復
旧
に
２
６
２
０
万
円
、
農
業
用
施
設
災

④
汚
水
ポ
ン
プ
に
補
助
金

傍
聴
の
お
誘
い

傍
聴
の
お
誘
い

傍
聴
の
お
誘
い

①
初
日
即
日
議
決

　18
歳
以
下
の
子
ど
も
1
人
に

　
　
　
　
　
　5
万
円
を
支
給

②
キ
ヨ
ス
ク
跡
地
利
用
や

　
　
　
　
　災
害
復
旧
な
ど

③
温
泉
使
用
料
も

　コ
ン
ビ
ニ
・
ス
マ
ホ
決
済
可

　下
諏
訪
町
議
会
の
本
会
議
や
各

委
員
会
は
、
す
べ
て
傍
聴
が
可
能

で
す
。
マ
ス
ク
着
用
の
上
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

議
案
審
査

4しもすわ町議会だより
令和 4 年 1 月 28 日

害
復
旧
費
３
３
１
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
国
か
ら
の
補
助
金
や
、
津
島
公
園

東
側
の
農
地
復
旧
に
は
県
所
有
の
擁
壁
も

含
ま
れ
る
た
め
県
か
ら
、
砥
川
よ
り
取
水

し
て
い
る
大
汐
の
復
旧
に
つ
い
て
は
「
協

定
」
に
従
い
岡
谷
市
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
受

託
料
・
負
担
金
が
入
り
ま
す
。

　
商
工
業
振
興
事
業
費
に
、
３
７
２
万
円

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
下

諏
訪
駅
キ
ヨ
ス
ク
跡
活
用
の
た
め
、
町
が

Ｊ
Ｒ
と
契
約
し
、
商
工
会
議
所
に
リ
フ
ォ

ー
ム
・
物
品
販
売
な
ど
を
委
託
し
、
来
年

御
柱
祭
前
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
こ
と
や
、

空
き
店
舗
活
性
化
や
商
工
業
振
興
助
成
金

の
追
加
補
正
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
「
キ
ヨ
ス
ク
跡
活
用
は
、
駅
前
通
り
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

な
ど
の
討
論
が
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
来
年
度
か
ら
、
温
泉
使
用
料
を
コ
ン
ビ

ニ
や
ス
マ
ホ
で
決
済
で
き
る
な
ど
、
支
払

方
法
が
増
え
、
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
改
修
費
で
59
万
７
千
円
計
上
。

　
納
付
者
の
利
便
性
が
高
ま
る
と
の
討
論

が
あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
下
水
道
本
管
よ
り
低
地
に
住
宅
を
建
築

す
る
際
、
下
水
道
本
管
ま
で
の
新
規
汚
水

ポ
ン
プ
設
置
に
対
し
、
２
分
の
１
（
上
限

１
０
０
万
円
）
の
補
助
金
交
付
要
綱
が
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
町
で
は
今
ま
で
に
８
基

の
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は

今
後
も
使
用
者
が
い
る
限
り
町
で
管
理
・

更
新
し
、
使
用
者
が
い
な
く
な
っ
た
時
点

で
廃
止
す
る
方
向
で
す
。
要
綱
新
設
に
伴

っ
て
、
１
件
分
１
０
０
万
円
を
予
算
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
「
今
後
の
下
水
道
接
続
率
向
上
に
繋
が

れ
ば
」
と
の
討
論
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
Ｒ
４
年
４
月
１
日
の
年
金
担
保
貸
付
事

業
廃
止
に
伴
い
、
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

⑤
年
金
担
保
貸
付
廃
止

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査

　
　
　
　
　特
別
委
員
会

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査

　
　
　
　
　特
別
委
員
会



原油価格高騰に対する「福祉灯油」
３回目のワクチン接種体制づくり
原油価格高騰に対する「福祉灯油」
３回目のワクチン接種体制づくり

④
そ
の
他
の
議
案

②
コ
ロ
ナ
対
策
、

　
　
　
保
育
環
境
整
備
な
ど

　
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

低
所
得
者
層
の
経
済
的
支
援
と
し
て
の
福

祉
灯
油
助
成
事
業
１
７
９
０
万
円
と
、
新

議
案
審
査

①
最
終
日
に
追
加
上
程

　
福
祉
灯
油
と

　
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
準
備

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目

の
接
種
の
体
制
づ
く
り
の
た
め
の
１
６
７

３
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
祉
灯
油
助
成
事
業
は
、
町
民
税
非
課

税
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
、

要
介
護
世
帯
、重
度
障
が
い
者
世
帯
、ひ
と

り
親
世
帯
な
ど
）１
７
０
０
世
帯
へ
の
支
給

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
原
油
価
格
高
騰
は
、灯

油
だ
け
で
な
く
電
気
代
や
ガ
ス
代
に
も
影

響
し
て
い
る
た
め
、灯
油
以
外
の
費
用
に
充

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、現
金
１
万
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。年
内
支
給
を
目
指
し
、対
象

世
帯
に
は
早
急
に
申
請
書
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

　
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
２
月
〜
３

月
に
開
始
予
定
で
す
。降
雪
対
策
や
寒
さ
対

策
が
必
要
で
、事
務
費
ほ
か
除
雪
機
の
購
入

も
含
ま
れ
ま
す
。２
回
の
接
種
済
者
に
案
内

通
知
が
出
さ
れ
ま
す
が
、
１
、２
回
目
の
未

接
種
者
に
も
継
続
し
て
対
応
さ
れ
ま
す
。

　「
原
油
価
格
の
高
騰
が
町
民
生
活
に
与
え

る
影
響
は
大
き
い
。今
回
の
灯
油
購
入
な
ど

暖
房
費
に
対
す
る
助
成
金
は
、行
政
の
温
か

さ
も
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。ま

た
、ワ
ク
チ
ン
接
種
も
準
備
を
怠
り
な
く
進

め
て
い
た
だ
き
、ス
ム
ー
ス
に
接
種
が
進
む

こ
と
を
期
待
す
る
」と
の
賛
成
討
論
が
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
運
賃
収
入
が
大
幅
に
減
っ
た

ア
ル
ピ
コ
交
通
に
対
し
、
町
民
の
足
と
な

る
乗
合
バ
ス
の
運
行
を
確
保
す
る
た
め
、

４
市
町
が
補
助
金
を
支
出
し
ま
す
。
Ｒ
２

年
度
の
赤
字
総
額
４
０
１
万
６
０
０
０
円

の
う
ち
、
当
町
は
87
万
５
０
０
０
円
を
支

出
し
ま
す
。

　
保
育
所
管
理
運
営
事
業
費
は
、
み
ず
べ

保
育
園
の
各
保
育
室
に
、温
水
器
設
備
を
設

置
す
る
工
事
に
２
３
０
万
円
。当
町
か
ら
他

市
町
の
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通
う
園
児
に
対

し
て
支
払
う
負
担
金
７
９
８
万
円
の
計
上

に
つ
い
て
も
、全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
Ｒ
３
年
８
月
４
日
に
出
産
育
児
一
時
金

に
関
わ
る「
産
科
医
療
補
償
制
度
」の
見
直

し
に
伴
う
改
正
が
行
わ
れ
、R
４
年
１
月
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
町
国
民
健

康
保
険
条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　「
産
科
医
療
補
償
制
度
」は
、
分
娩
に
関

連
し
て
発
生
し
た
重
度
脳
性
麻
痺
を
対
象

に
す
る
補
償
制
度（
Ｈ
21
年
開
始
）で
、
出

産
の
際
に
保
険
者
か
ら
支
給
さ
れ
る
出
産

育
児
一
時
金
の
一
部
が
掛
け
金
と
し
て
プ

ー
ル
さ
れ
、
補
償
金
に
充
て
ら
れ
る
も
の

で
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
プ
ー
ル

額
に
余
剰
が
生
じ
た
た
め
に
、
一
分
娩
あ

た
り
の
掛
け
金
が
４
０
０
０
円
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、少
子
化
対
策
の
重
要
性
か
ら
、

出
産
育
児
一
時
金
の
給
付
総
額
は
現
行
の

42
万
円
を
維
持
す
る
と
の
国
の
決
定
が
あ

り
、
当
町
の
給
付
額
も
、
掛
け
金
の
引
き

下
げ
分
と
同
額
の
４
０
０
０
円
を
引
き
上

げ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
改
正
に
伴
う
町
国
保
会
計
へ
の
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。
　
　
　
　

　
Ｒ
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
は
、
本
年
度
中
の
人
事
異
動
な

ど
に
伴
う
人
件
費
を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

　
Ｒ
３
年
度
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
寄
附
金
を
「
福

祉
施
設
基
金
」
に
積
み
立
て
る
内
容
で
す
。

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

温水器が設置される予定の
　　　みずべ保育園保育室手洗い場

生
活
文
教

　常
任
委
員
会

生
活
文
教

　常
任
委
員
会

③
出
産
育
児
一
時
金

　
　
支
給
総
額
は
変
わ
ら
ず

しもすわ町議会だより
令和 4 年 1 月 28 日5

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査

　
　
　
　
　特
別
委
員
会

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査

　
　
　
　
　特
別
委
員
会



7

定
）
へ
の
支
援
と
し
て
、
１
万

円
を
年
内
に
給
付
。

問
　
子
ど
も
に
も
か
け
ら
れ
る

国
保
税
の
均
等
割
り
の
負
担
軽

減
策
を
求
め
る
が
。

町
長
　
未
就
学
児
へ
の
５
割
軽

減
を
、
来
年
度
か
ら
国
が
実
施

す
る
。
町
単
独
で
均
等
割
り
軽

減
を
拡
大
す
る
の
は
難
し
い
。

問
　
再
度
の
「
が
ん
ば
れ
！
未

来
を
担
う
学
生
激
励
事
業
」
の

実
施
を
。

総
務
課
長
　
困
窮
学
生
へ
の
一

人
10
万
円
緊
急
給
付
金
を
国
が

予
定
し
て
い
る
と
聞
く
。
明
ら

か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
判
断

す
る
。

問
　「
町
は
い
つ
で
も
応
援
し

て
い
る
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
ほ
し
い
。

町
長
　
新
年
度
で
、
検
討
す
る
。

問
　「
生
理
の
貧
困
」対
策
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
が
、
全
国

に
広
が
っ
て
い
る
。
女
子
ト
イ

レ
へ
の
配
置
で
、
保
健
室
に
取

り
に
行
く
方
式
の
１
６
０
倍
に

利
用
が
増
え
た
事
例
報
告
も
あ

る
。
小
中
学
校
、
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の
配
備

検
討
の
手
段
と
し
て
、「
お
試
し

配
備
」
を
提
案
す
る
が
、
い
か

が
か
。

教
育
長
　
再
度
学
校
に
必
要
性

に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
困
っ
て
い
る
子
は
い
な
い
」

「
ニ
ー
ズ
は
な
い
」「
児
童
・
生

徒
と
の
信
頼
関
係
が
で
き
て
い

る
か
ら
、
保
健
室
へ
の
配
備
で

十
分
」「
衛
生
面
で
か
え
っ
て

問
題
」「
必
要
の
な
い
子
が
持

っ
て
い
く
」
な
ど
が
、
回
答
。

学
校
の
思
い
を
受
け
止
め
た
う

え
で
、
今
後
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問
　
小
中
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
使
用
の
状
況
は
。

教
育
長
　
全
ク
ラ
ス
で
実
施
。

小
学
校
低
学
年
は
毎
日
の
使
用

で
は
な
い
が
、
高
学
年
は
日
常

的
に
使
用
し
慣
れ
て
き
て
い
る
。

問
　
学
校
授
業
中
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
使
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、

そ
れ
に
対
す
る
対
応
は
。

教
育
長
　
機
器
に
関
わ
る
も
の

や
、
不
慣
れ
で
生
じ
る
ト
ラ
ブ

ル
は
あ
る
が
、
そ
の
場
で
は
予

備
機
を
使
用
し
た
り
、
授
業
後

は
保
守
業
者
に
依
頼
し
対
応
。

問
　
県
教
職
員
組
合
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
用
す
る
授
業
へ
の
負
担
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専

門
担
当
職
員
の
配
置
を
望
む
声

や
、「
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
授
業

実
践
に
意
欲
を
失
っ
て
し
ま
う
」

と
い
う
回
答
が
あ
る
が
当
町
で

は
ど
う
か
。

教
育
長
　
各
校
、
情
報
担
当
の

先
生
が
中
心
に
、
ま
た
、
教
育

委
員
会
の
担
当
職
員
も
入
り
取

り
組
ん
で
い
る
。「
イ
ヤ
」と
か

「
負
担
」と
い
う
先
生
方
の
声
は

な
く
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し

く
使
っ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
と
皆
前
向
き
。

問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に
よ

る
、
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
な
ど

が
心
配
さ
れ
る
が
。

教
育
長
　
今
後
充
分
に
気
を
配

る
必
要
が
あ
る
。

町
長
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
は
新

し
い
教
育
形
態
の
一
歩
。
う
ま

く
活
用
す
る
こ
と
で
、
教
育
内

容
に
幅
や
深
み
が
出
て
く
る
と

思
う
。

問
　
独
居
高
齢
者
対
策
と
し
て
、

地
域
で
の
見
守
り
を
組
織
化
す

べ
き
で
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
組
織
化
は
難

し
い
。
住
民
の
小
さ
な
気
づ
き

を
大
切
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
、

町
民
に
呼
び
掛
け
た
い
。

問
　
身
寄
り
の
な
い
独
居
老
人

や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
の

状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
独
居
高
齢
者

は
１
８
３
４
人
で
、
何
ら
か
の

見
守
り
や
支
援
の
必
要
な
人
の

登
録
者
数
は
７
２
８
人
。
高
齢

者
夫
婦
の
み
の
世
帯
は
、
１
４

３
４
世
帯
。

問
　
身
寄
り
の
な
い
独
居
高
齢

者
の
死
後
の
手
続
き
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
老
人
福
祉
法

に
基
づ
く
親
族
調
査
な
ど
実
施

し
、
対
応
。

問
　「
死
亡
届
時
の
様
々
な
手

続
き
に
つ
い
て
」
の
案
内
が
、

不
足
し
て
い
る
。
丁
寧
な
案
内

を
し
て
い
る
木
曽
町
や
軽
井
沢

町
の
よ
う
な
「
お
く
や
み
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
れ
な
い
か
。

住
民
環
境
課
長
　
死
亡
届
が
出

さ
れ
る
際
に
、「
死
亡
届
後
の

ご
案
内
」
を
渡
し
て
い
る
が
、

再
度
見
直
し
、
充
実
を
図
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」に
つ
い
て
は

検
討
す
る
。

昨年度の学生激励事業で送られた品々

南小のタブレットを使用した授業風景

木
曽
町
の

　「
お
く
や
み
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
令和 4 年 1 月 28 日

生
理
用
品
ニ
ー
ズ
無
し

タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
順
調
か

手
続
き
の
丁
寧
な
案
内
を

6

　12月定例会の一般質問は、代表質問を３グ
ループ、単独質問を５人が行いました。

８Ｐ　令和会Ａ
　　　　　代　　表　中村　光良
　　　　　関連質問　野沢　弘子

「町の賑わい構築に向け新拠点を」

９Ｐ　令和会Ｂ
　　　　　代　　表　中山　　透
　　　　　関連質問　田嶋　　彰

「町長の御柱祭のリーダーシップは」

６Ｐ　日本共産党　
　　　　　代　　表　松井　節夫
　　　　　関連質問　増沢　昌明　
　　　　　　　　　　金井　敬子

「来年度予算と施策の基本的考えは」

10Ｐ　　　樽川　信仁
「諏訪湖博物館の今後の企画は」

　　　　　林　　元夫
「企画開催に共通ガイドラインを」

11Ｐ　　　大橋　和子
「星ヶ塔遺跡　投資も必要」

　　　　　岩村　清司
「学校統合をどのように考えるか」

12Ｐ　　　青木　利子
「初の新年度予算編成への思いは」

＊各議員は写真撮影のため、マスクを外しています。

問
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
改

修
を
一
年
見
送
る
理
由
は
。

町
長
　
資
材
高
騰
、
人
手
不
足
、

８
月
の
豪
雨
復
旧
が
財
政
を
圧

迫
す
る
こ
と
も
あ
り
、
文
化
セ

ン
タ
ー
の
活
用
の
あ
り
方
な
ど

含
め
、
改
修
に
つ
い
て
は
検
討

会
を
設
置
し
一
年
か
け
て
検
討

す
る
。

問
　
老
朽
化
し
た
校
舎
の
改
修

を
進
め
る
べ
き
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
各
校
か
ら

の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
雨

漏
り
な
ど
に
は
早
急
に
対
応
し

た
。
限
ら
れ
た
財
源
で
は
あ
る

が
、
個
別
計
画
を
見
直
し
な
が

ら
、
ま
た
、
生
徒
さ
ん
達
の
理

解
も
得
な
が
ら
進
め
る
。

問
　
砥
川
下
流
部
左
岸
に
、
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
が
必
要
で
は
。

建
設
水
道
課
長
　
長
野
県
河
川

課
と
協
議
し
、今
後
砥
川
橋
上
流

90
メ
ー
ト
ル
に
設
置
す
る
予
定
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
町
民

を
支
援
す
る
町
の
独
自
策
を
。

町
長
　
国
・
県
か
ら
の
補
助
も

受
け
、
事
業
者
へ
の
支
援
を
実

施
し
て
き
た
。
今
後
の
感
染
や

経
済
状
況
を
見
て
対
応
し
た
い
。

問
　
原
油
価
格
高
騰
に
対
す
る

具
体
的
施
策
と
し
て
「
福
祉
灯

油
」
な
ど
を
求
め
る
が
。

町
長
　
生
活
困
窮
者
（
町
民
税

非
課
税
世
帯
１
７
９
６
世
帯
予

社中校舎内の雨漏り箇所

＜グループ名＞

＜所属議員＞

日本共産党

増 沢 昌 明 議員
松 井 節 夫 議員
金 井 敬 子 議員

問

　来
年
度
予
算
と
施
策
の
基
本
的
考
え
は

町
長

　コ
ロ
ナ
対
策
と
災
害
対
策
を
重
視

下諏訪町議会のホームページか
ら一般質問の詳細や録画を見る
ことができます。
パソコンやスマートフォンから、
いつでもご覧いただけます。

一 般 質 問
私たちは問いかけ提案する

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
令和 4 年 1 月 28 日

福
祉
灯
油
年
内
に
実
施
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定
）
へ
の
支
援
と
し
て
、
１
万

円
を
年
内
に
給
付
。

問
　
子
ど
も
に
も
か
け
ら
れ
る

国
保
税
の
均
等
割
り
の
負
担
軽

減
策
を
求
め
る
が
。

町
長
　
未
就
学
児
へ
の
５
割
軽

減
を
、
来
年
度
か
ら
国
が
実
施

す
る
。
町
単
独
で
均
等
割
り
軽

減
を
拡
大
す
る
の
は
難
し
い
。

問
　
再
度
の
「
が
ん
ば
れ
！
未

来
を
担
う
学
生
激
励
事
業
」
の

実
施
を
。

総
務
課
長
　
困
窮
学
生
へ
の
一

人
10
万
円
緊
急
給
付
金
を
国
が

予
定
し
て
い
る
と
聞
く
。
明
ら

か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
判
断

す
る
。

問
　「
町
は
い
つ
で
も
応
援
し

て
い
る
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
ほ
し
い
。

町
長
　
新
年
度
で
、
検
討
す
る
。

問
　「
生
理
の
貧
困
」対
策
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
が
、
全
国

に
広
が
っ
て
い
る
。
女
子
ト
イ

レ
へ
の
配
置
で
、
保
健
室
に
取

り
に
行
く
方
式
の
１
６
０
倍
に

利
用
が
増
え
た
事
例
報
告
も
あ

る
。
小
中
学
校
、
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の
配
備

検
討
の
手
段
と
し
て
、「
お
試
し

配
備
」
を
提
案
す
る
が
、
い
か

が
か
。

教
育
長
　
再
度
学
校
に
必
要
性

に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
困
っ
て
い
る
子
は
い
な
い
」

「
ニ
ー
ズ
は
な
い
」「
児
童
・
生

徒
と
の
信
頼
関
係
が
で
き
て
い

る
か
ら
、
保
健
室
へ
の
配
備
で

十
分
」「
衛
生
面
で
か
え
っ
て

問
題
」「
必
要
の
な
い
子
が
持

っ
て
い
く
」
な
ど
が
、
回
答
。

学
校
の
思
い
を
受
け
止
め
た
う

え
で
、
今
後
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問
　
小
中
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
使
用
の
状
況
は
。

教
育
長
　
全
ク
ラ
ス
で
実
施
。

小
学
校
低
学
年
は
毎
日
の
使
用

で
は
な
い
が
、
高
学
年
は
日
常

的
に
使
用
し
慣
れ
て
き
て
い
る
。

問
　
学
校
授
業
中
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
使
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、

そ
れ
に
対
す
る
対
応
は
。

教
育
長
　
機
器
に
関
わ
る
も
の

や
、
不
慣
れ
で
生
じ
る
ト
ラ
ブ

ル
は
あ
る
が
、
そ
の
場
で
は
予

備
機
を
使
用
し
た
り
、
授
業
後

は
保
守
業
者
に
依
頼
し
対
応
。

問
　
県
教
職
員
組
合
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
用
す
る
授
業
へ
の
負
担
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専

門
担
当
職
員
の
配
置
を
望
む
声

や
、「
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
授
業

実
践
に
意
欲
を
失
っ
て
し
ま
う
」

と
い
う
回
答
が
あ
る
が
当
町
で

は
ど
う
か
。

教
育
長
　
各
校
、
情
報
担
当
の

先
生
が
中
心
に
、
ま
た
、
教
育

委
員
会
の
担
当
職
員
も
入
り
取

り
組
ん
で
い
る
。「
イ
ヤ
」と
か

「
負
担
」と
い
う
先
生
方
の
声
は

な
く
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し

く
使
っ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
と
皆
前
向
き
。

問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に
よ

る
、
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
な
ど

が
心
配
さ
れ
る
が
。

教
育
長
　
今
後
充
分
に
気
を
配

る
必
要
が
あ
る
。

町
長
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
は
新

し
い
教
育
形
態
の
一
歩
。
う
ま

く
活
用
す
る
こ
と
で
、
教
育
内

容
に
幅
や
深
み
が
出
て
く
る
と

思
う
。

問
　
独
居
高
齢
者
対
策
と
し
て
、

地
域
で
の
見
守
り
を
組
織
化
す

べ
き
で
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
組
織
化
は
難

し
い
。
住
民
の
小
さ
な
気
づ
き

を
大
切
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
、

町
民
に
呼
び
掛
け
た
い
。

問
　
身
寄
り
の
な
い
独
居
老
人

や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
の

状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
独
居
高
齢
者

は
１
８
３
４
人
で
、
何
ら
か
の

見
守
り
や
支
援
の
必
要
な
人
の

登
録
者
数
は
７
２
８
人
。
高
齢

者
夫
婦
の
み
の
世
帯
は
、
１
４

３
４
世
帯
。

問
　
身
寄
り
の
な
い
独
居
高
齢

者
の
死
後
の
手
続
き
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
老
人
福
祉
法

に
基
づ
く
親
族
調
査
な
ど
実
施

し
、
対
応
。

問
　「
死
亡
届
時
の
様
々
な
手

続
き
に
つ
い
て
」
の
案
内
が
、

不
足
し
て
い
る
。
丁
寧
な
案
内

を
し
て
い
る
木
曽
町
や
軽
井
沢

町
の
よ
う
な
「
お
く
や
み
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
れ
な
い
か
。

住
民
環
境
課
長
　
死
亡
届
が
出

さ
れ
る
際
に
、「
死
亡
届
後
の

ご
案
内
」
を
渡
し
て
い
る
が
、

再
度
見
直
し
、
充
実
を
図
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」に
つ
い
て
は

検
討
す
る
。

昨年度の学生激励事業で送られた品々

南小のタブレットを使用した授業風景

木
曽
町
の

　「
お
く
や
み
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
令和 4 年 1 月 28 日

生
理
用
品
ニ
ー
ズ
無
し

タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
順
調
か

手
続
き
の
丁
寧
な
案
内
を
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問
　
山
出
し
の
準
備
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
有
料
観
覧
席

の
運
営
を
検
討
。
木
落
し
時
の

催
物
の
予
定
は
な
い
。

問
　
コ
ロ
ナ
対
策
の
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
下
社
３
地
区

及
び
実
行
委
員
会
で
対
応
す
る
。

ま
た
、
町
実
行
委
員
会
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
周
知
徹
底
す
る
。

県
の
方
針
を
見
て
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
更
新
も
あ
る
。

問
　
里
曳
き
の
対
応
は
。

町
長
　
前
回
と
同
様
に
は
で
き

な
い
。
行
事
・
催
物
を
条
件
付

き
で
縮
小
実
施
す
る
こ
と
や
、

中
止
も
考
え
ら
れ
る
。

問
　
御
柱
祭
に
対
す
る
思
い
は
。

町
長
　
町
実
行
委
員
会
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
全
て
の
人
に
理
解

し
て
ほ
し
い
。
諏
訪
地
域
の
お

祭
り
で
も
あ
る
の
で
、
各
種
団

体
と
協
力
し
て
感
染
防
止
を
徹

底
し
、
安
心
・
安
全
な
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
本
祭

か
ら
小
宮
祭
ま
で
の
１
年
間
を

御
柱
祭
と
捉
え
て
、
御
柱
祭
後

も
長
持
ち
や
催
物
等
の
練
習
の

成
果
を
披
露
で
き
る
機
会
を
創

出
し
て
い
き
た
い
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
状
況
は
。

総
務
課
長
　
全
国
集
計
で
は
、

Ｒ
元
年
と
Ｒ
２
年
の
比
較
で

は
、
受
入
額
で
1.4
倍
、
件
数
で

1.5
倍
。

問
　
増
加
の
要
因
は
。

総
務
課
長
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特

例
制
度
に
よ
り
、
増
加
し
て
い

る
と
考
え
る
。
１
件
当
た
り
は

少
額
だ
が
、
前
年
と
比
べ
て
１

９
９
件
増
加
し
て
い
る
。

問
　
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長
　
８
月
の
豪
雨
災
害
の
被

害
を
受
け
、
被
災
者
支
援
と
し

て
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
多
く

の
寄
附
が
あ
っ
た
。
町
内
事
業

者
に
は
返
礼
品
登
録
を
、
販
路

と
し
て
も
活
用
し
て
ほ
し
い
。

問
　
新
し
い
返
礼
品
の
考
え
は
。

総
務
課
長
　
宿
泊
旅
行
ク
ー
ポ

ン
、
御
柱
を
用
い
た
枡
等
、
下

諏
訪
の
魅
力
を
感
じ
る
物
を
。

問
　
湖
畔
の
「
健
康
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」「
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク（
車
中
泊

ス
ペ
ー
ス
）」
の
利
用
状
況
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　「
健
康
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
11
月
末
時
点

で
２
４
１
３
人
、
登
録
者
は
５

１
３
人（
町
外
65
人
含
）で
、
１

日
平
均
17
人
の
利
用
。

建
設
水
道
課
長
　「
Ｒ
Ｖ
パ
ー

ク
」
は
11
月
末
時
点
で
83
台
利

用
。
県
外
か
ら
の
利
用
が
多
い
。

問
　
湖
畔
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ゾ

ー
ン
の
観
光
活
用
は
。

町
長
　
ヨ
ガ
と
ガ
イ
ド
付
き
観

光
宿
泊
プ
ラ
ン
等
、
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ゾ
ー
ン
の
活
用
を
観
光
振

興
局
の
観
光
推
進
部
で
検
討
。

問
　
Ｒ
５
年
度
に
向
け
て
の
部

活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合

的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
課
題
は
。

教
育
長
　
教
員
の
長
時
間
勤
務

や
改
革
に
伴
い
部
活
動
の
法
人

格
を
持
っ
た
運
営
主
体
の
確
保
、

人
員
の
確
保
を
研
究
し
た
い
。

問
　
今
後
の
町
の
取
組
は
。

教
育
長
　
部
活
動
改
革
に
は
、

部
活
動
指
導
員
や
運
営
主
体
の

確
保
の
検
討
が
必
要
。

問
　
部
活
動
の
地
域
移
行
は
。

教
育
長
　
持
続
可
能
な
地
域
移

行
の
実
践
研
究
を
進
め
る
。

問
　
移
行
の
受
け
皿
は
。

教
育
長
　
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が

基
に
な
る
が
、
法
人
格
指
定
管

理
者
の
対
応
が
必
要
。

問
　
移
行
に
伴
う
説
明
は
。

教
育
長
　
ニ
ー
ズ
を
基
に
、
町

の
方
針
を
各
校
の
保
護
者
懇
談

会
な
ど
で
説
明
し
て
い
く
。

問
　
各
大
会
の
見
直
し
は
。

教
育
長
　
状
況
確
認
し
、
社
会

体
育
で
な
い
も
の
を
見
直
す
。

里曳き　神賑わいパレード

しもすわ町議会だより
令和 4 年 1 月 28 日

御
柱
祭
の
準
備
状
況
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は

湖
周
の
今
後
の
活
用
は

運
動
部
活
動
改
革

＜グループ名＞

＜所属議員＞

令和会Ｂ

田 嶋   彰 議員
中 山   透 議員

問

　町
長
の
御
柱
祭
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は

町
長

　感
染
防
止
を
徹
底
し
て
、
安
心
安
全
に

一
般
質
問
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問
　
四
ツ
角
・
御
田
町
一
帯
の

駐
車
場
や
道
路
改
修
整
備
な
ど

が
最
終
段
階
に
あ
る
。
町
の
賑

わ
い
を
構
築
す
る
た
め
に
イ
ン

パ
ク
ト
あ
る
新
拠
点
が
欲
し
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長
　
御
田
町
の
旧
矢
崎
商
店

の
土
地
と
建
物
を
購
入
し
、
新

た
な
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

購
入
費
用
を
来
年
度
予
算
に
計

上
し
、
R
5
年
の
オ
ー
プ
ン
に

な
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
具
体
的
な
活
用
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
想
定
さ
れ

て
い
る
活
用
構
想
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
。

町
長
　
移
住
定
住
や
起
業
創
業

な
ど
の
情
報
交
流
機
能
、
歴
史

あ
る
建
物
を
生
か
し
た
観
光
機

能
を
備
え
た
施
設
に
し
た
い
。

三
角
八
丁
の
中
心
地
域
で
あ
り
、

観
光
エ
リ
ア
、
宿
泊
エ
リ
ア
、

商
工
業
エ
リ
ア
を
つ
な
ぐ
拠
点

に
な
る
と
思
う
。

問
　
四
ツ
角
周
辺
の
整
備
工
事

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長
　
国
道
20
号
北

側
歩
道
10
月
に
完
了
。
町
道
御

田
町
線
美
装
化
は
12
月
14
日
に

終
了
予
定
。
交
差
点
の
右
折

禁
止
の
解
除
は
１
月
中
を
目
標

と
し
て
い
る
。
四
ツ
角
小
公
園

整
備
は
来
年
３
月
中
に
終
了
予

定
。

問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
応
が

新
た
な
課
題
と
し
て
持
ち
上
が

っ
て
い
る
。
関
心
は
あ
る
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
町
と
し
て

関
心
は
あ
る
。
今
後
支
援
が
必

要
な
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
注

視
し
て
い
き
た
い
。

問
　
支
え
る
取
り
組
み
へ
の
考

え
は
ど
う
か
。

町
長
　
子
ど
も
に
関
わ
る
様
々

な
問
題
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、

関
係
機
関
と
体
制
強
化
し
た
い
。

問
　
11
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
象
で
な
い
児
童
の
感
染
予

防
で「
非
接
触
型
自
動
水
栓
」が

設
置
予
定
。
設
置
箇
所
は
。

総
務
課
長
　
小
学
校
２
校
に
１

１
６
口
、
中
学
校
２
校
に
１
０

４
口
、
保
育
園
３
園
に
91
口
、

町
公
共
施
設
に
計
42
口
を
本
年

度
内
に
設
置
す
る
予
定
。

問
　
15
年
ぶ
り
に
再
度
発
災
し

た
諏
訪
湖
周
辺
の
内
水
氾
濫
。

消
防
署
、消
防
団
、消
防
団
Ｏ
Ｂ
、

町
職
員
の
方
々
が
土
の
う
を
運

ぶ
な
ど
懸
命
に
作
業
す
る
姿
は

心
強
く
、
感
謝
の
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
。
諏
訪
湖
の
満
水

防
止
の
対
策
は
。

建
設
水
道
課
長
　
釜
口
水
門
の

操
作
規
則
が
Ｈ
23
年
に
改
定
さ

れ
、
最
大
放
流
量
が
毎
秒
４
３

０
ｔ
に
。
だ
が
、
天
竜
川
の
氾

濫
等
を
考
え
最
大
ま
で
流
せ
な

い
。
事
前
放
流
も
要
望
。

町
長
　
８
月
の
災
害
は
諏
訪
湖

の
水
位
上
昇
に
よ
る
内
水
氾
濫

で
冠
水
な
ど
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
国
や
県
に
改
修
要
望
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
。

問
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
改

修
が
町
長
の
英
断
に
よ
り
延
期

と
な
っ
た
。
町
の
公
共
施
設
の

維
持
改
修
の
考
え
方
は
。

総
務
課
長
　
劣
化
の
修
復
だ
け

で
な
く
、
安
心
安
全
な
施
設
環

境
を
目
標
と
し
て
い
る
。
社
会

状
況
、
町
の
収
入
状
況
、
ま
た
、

コ
ス
ト
面
も
考
慮
。

問
　
減
災
へ
の
森
林
整
備
は
。

産
業
振
興
課
長
　
間
伐
計
画
で
。

問
　
脱
炭
素
へ
「
建
築
物
木
材

利
用
促
進
法
」
の
施
行
は
。

総
務
課
長
　
公
共
施
設
の
木
材

利
用
が
公
共
団
体
の
責
務
に
。

可
能
な
限
り
、
木
材
利
用
に
努

め
て
い
る
。

御田町の旧矢崎商店

諏訪湖周辺の内水氾濫と消防団の活躍

＜グループ名＞

＜所属議員＞

令和会Ａ

野 沢 弘 子 議員
中 村 光 良 議員

問

　町
の
賑
わ
い
構
築
に
向
け
新
拠
点
を

町
長

　旧
矢
崎
商
店
土
地
建
物
を
購
入
予
定

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
令和 4 年 1 月 28 日

四
ツ
角
周
辺
整
備
状
況
は

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
応
を

感
染
症
か
ら
児
童
を
守
る

水
害
対
策
に
つ
い
て

公
共
施
設
に
つ
い
て

や
が
さ
き
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問
　
山
出
し
の
準
備
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
有
料
観
覧
席

の
運
営
を
検
討
。
木
落
し
時
の

催
物
の
予
定
は
な
い
。

問
　
コ
ロ
ナ
対
策
の
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
下
社
３
地
区

及
び
実
行
委
員
会
で
対
応
す
る
。

ま
た
、
町
実
行
委
員
会
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
周
知
徹
底
す
る
。

県
の
方
針
を
見
て
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
更
新
も
あ
る
。

問
　
里
曳
き
の
対
応
は
。

町
長
　
前
回
と
同
様
に
は
で
き

な
い
。
行
事
・
催
物
を
条
件
付

き
で
縮
小
実
施
す
る
こ
と
や
、

中
止
も
考
え
ら
れ
る
。

問
　
御
柱
祭
に
対
す
る
思
い
は
。

町
長
　
町
実
行
委
員
会
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
全
て
の
人
に
理
解

し
て
ほ
し
い
。
諏
訪
地
域
の
お

祭
り
で
も
あ
る
の
で
、
各
種
団

体
と
協
力
し
て
感
染
防
止
を
徹

底
し
、
安
心
・
安
全
な
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
本
祭

か
ら
小
宮
祭
ま
で
の
１
年
間
を

御
柱
祭
と
捉
え
て
、
御
柱
祭
後

も
長
持
ち
や
催
物
等
の
練
習
の

成
果
を
披
露
で
き
る
機
会
を
創

出
し
て
い
き
た
い
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
状
況
は
。

総
務
課
長
　
全
国
集
計
で
は
、

Ｒ
元
年
と
Ｒ
２
年
の
比
較
で

は
、
受
入
額
で
1.4
倍
、
件
数
で

1.5
倍
。

問
　
増
加
の
要
因
は
。

総
務
課
長
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特

例
制
度
に
よ
り
、
増
加
し
て
い

る
と
考
え
る
。
１
件
当
た
り
は

少
額
だ
が
、
前
年
と
比
べ
て
１

９
９
件
増
加
し
て
い
る
。

問
　
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長
　
８
月
の
豪
雨
災
害
の
被

害
を
受
け
、
被
災
者
支
援
と
し

て
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
多
く

の
寄
附
が
あ
っ
た
。
町
内
事
業

者
に
は
返
礼
品
登
録
を
、
販
路

と
し
て
も
活
用
し
て
ほ
し
い
。

問
　
新
し
い
返
礼
品
の
考
え
は
。

総
務
課
長
　
宿
泊
旅
行
ク
ー
ポ

ン
、
御
柱
を
用
い
た
枡
等
、
下

諏
訪
の
魅
力
を
感
じ
る
物
を
。

問
　
湖
畔
の
「
健
康
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」「
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク（
車
中
泊

ス
ペ
ー
ス
）」
の
利
用
状
況
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　「
健
康
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
11
月
末
時
点

で
２
４
１
３
人
、
登
録
者
は
５

１
３
人（
町
外
65
人
含
）で
、
１

日
平
均
17
人
の
利
用
。

建
設
水
道
課
長
　「
Ｒ
Ｖ
パ
ー

ク
」
は
11
月
末
時
点
で
83
台
利

用
。
県
外
か
ら
の
利
用
が
多
い
。

問
　
湖
畔
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ゾ

ー
ン
の
観
光
活
用
は
。

町
長
　
ヨ
ガ
と
ガ
イ
ド
付
き
観

光
宿
泊
プ
ラ
ン
等
、
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ゾ
ー
ン
の
活
用
を
観
光
振

興
局
の
観
光
推
進
部
で
検
討
。

問
　
Ｒ
５
年
度
に
向
け
て
の
部

活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合

的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
課
題
は
。

教
育
長
　
教
員
の
長
時
間
勤
務

や
改
革
に
伴
い
部
活
動
の
法
人

格
を
持
っ
た
運
営
主
体
の
確
保
、

人
員
の
確
保
を
研
究
し
た
い
。

問
　
今
後
の
町
の
取
組
は
。

教
育
長
　
部
活
動
改
革
に
は
、

部
活
動
指
導
員
や
運
営
主
体
の

確
保
の
検
討
が
必
要
。

問
　
部
活
動
の
地
域
移
行
は
。

教
育
長
　
持
続
可
能
な
地
域
移

行
の
実
践
研
究
を
進
め
る
。

問
　
移
行
の
受
け
皿
は
。

教
育
長
　
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が

基
に
な
る
が
、
法
人
格
指
定
管

理
者
の
対
応
が
必
要
。

問
　
移
行
に
伴
う
説
明
は
。

教
育
長
　
ニ
ー
ズ
を
基
に
、
町

の
方
針
を
各
校
の
保
護
者
懇
談

会
な
ど
で
説
明
し
て
い
く
。

問
　
各
大
会
の
見
直
し
は
。

教
育
長
　
状
況
確
認
し
、
社
会

体
育
で
な
い
も
の
を
見
直
す
。

里曳き　神賑わいパレード

しもすわ町議会だより
令和 4 年 1 月 28 日

御
柱
祭
の
準
備
状
況
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は

湖
周
の
今
後
の
活
用
は

運
動
部
活
動
改
革

＜グループ名＞

＜所属議員＞

令和会Ｂ

田 嶋   彰 議員
中 山   透 議員

問

　町
長
の
御
柱
祭
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は

町
長

　感
染
防
止
を
徹
底
し
て
、
安
心
安
全
に

一
般
質
問



問
　
10
年
後
20
年
後
の
各
小
学

校
の
生
徒
数
は
。

教
育
長
　
現
状
の
生
徒
数
は
、

南
小
５
８
８
人
、
北
小
２
４
９

人
、
厚
生
労
働
省
の
国
立
社
会

保
障
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る

と
。
10
年
後
、
南
小
４
４
３
人
、

北
小
１
８
８
人
　
20
年
後
、
南

小
３
７
２
人
、
北
小
１
５
８
人

と
推
測
さ
れ
る
。
統
合
に
つ
い

て
は
、
５
年
後
に
大
き
く
変
化

し
な
け
れ
ば
10
年
後
ま
で
は
現

状
で
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　

問
　
赤
砂
崎
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想

に
つ
い
て
、
進
展
及
び
方
向
性

は
。

町
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で
状
況
が
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
諏

訪
湖
畔
エ
リ
ア
の
活
性
化
の
視

点
で
構
想
の
練
り
直
し
、
仕
切

り
直
し
も
検
討
し
て
い
く
。

問
　
い
ず
み
湖
公
園
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
等
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
　
今
後
の
あ
り
方
、
使
用

方
法
を
他
の
施
設
の
視
察
を
行

い
な
が
ら
利
用
者
に
と
っ
て
何

が
一
番
良
い
か
、
研
究
課
題
と

し
て
い
る
。

問
　
八
島
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
の

利
用
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
Ｈ
16
年
度
ま

で
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
管
理

上
の
問
題
か
ら
現
在
は
使
用
さ

れ
て
い
な
い
。

問
　
国
か
ら
の
借
地
面
積
と
契

約
期
間
は
。

産
業
振
興
課
長
　
野
営
場
と
し

て
３
６
０
７
㎡
、
３
年
間
契
約

で
更
新
さ
れ
て
い
る
。

問
　
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
の
再

開
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

産
業
振
興
課
長
　
老
朽
化
に
対

す
る
整
備
を
、
ど
の
様
に
し
て

い
く
か
検
討
し
て
い
る
。

町
長
　
管
理
面
か
ら
休
止
し
て

い
る
が
、
研
究
さ
せ
て
頂
き
た

い
。

問
　
歩
き
や
す
い
環
境
整
備
や

各
観
光
場
所
に
絵
と
説
明
看
板

を
置
く
な
ど
、
星
ヶ
塔
遺
跡
に

投
資
も
必
要
と
考
え
る
が
、
新

た
な
施
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
星
ヶ
塔
遺
跡

は
、
来
年
度
か
ら
国
史
跡
と
し

て
の
保
存
活
用
計
画
策
定
に
着

手
し
、
具
体
的
な
活
用
に
向
け

検
討
。

問
　
お
い
で
や
か
ら
の
通
路
と

し
て
ア
ー
ケ
ー
ド
設
置
し
て
、

雨
に
ぬ
れ
ず
ア
ク
セ
ス
で
き
る

な
ど
、
矢
の
根
や
の
施
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
矢
の
根
や
の

展
示
替
え
を
検
討
中
。

問
　
誰
も
が
旅
を
楽
し
め
る
よ

う
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
充
実
さ
せ
た
観
光
推
進
は
。

産
業
振
興
課
長
　
推
進
団
体
と

の
協
議
で
、
観
光
面
で
の
共
生

社
会
実
現
に
寄
与
し
た
い
。

問
　
広
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
町

出
身
の
柳
澤
寿
男
氏
を
招
い
た

芸
術
祭
等
の
企
画
は
、
ど
う
か
。

町
長
　
町
が
主
催
者
と
な
る
考

え
は
な
い
。
公
園
ス
ペ
ー
ス
を

運
営
す
る
民
間
事
業
者
を
公
募

選
定
す
る
制
度
活
用
を
検
討
中
。

問
　
高
齢
者
の
為
に
、
春
に
は

桜
見
物
を
し
て
、
健
康
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
運
動
、
足
湯
で
語
ら

い
、
バ
ス
で
お
見
送
り
を
す
る

企
画
は
初
期
の
目
的
が
叶
う
。

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
施
設
に
足

を
運
ん
で
も
ら
う
機
会
を
増
や

し
た
い
。
保
健
指
導
、
介
護
予

防
な
ど
の
面
か
ら
利
用
者
拡
大

を
図
り
た
い
。

問
　
御
柱
祭
の
来
町
者
数
等
の

見
込
み
は
。

産
業
振
興
課
長
　
前
回
の
下
社

御
柱
祭
の
人
出
は
、
92
万
９
千

人
。
上
社
、
下
社
を
合
わ
せ
た

観
光
消
費
額
は
１
６
１
億
６
千

万
円
。
減
少
が
推
測
さ
れ
る
。

赤
砂
崎
公
園
の
活
用

指揮を務める柳澤寿男氏現在の八島高原キャンプ場

国史跡として
　　　保存活用計画

星ヶ塔遺跡
　　　投資も必要

大橋 和子大橋 和子

2030年までは
　　　　現状で

学校統合を
　　　どのように考えるか

岩村 清司岩村 清司 産業振興課長教育長
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問
　
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
い
て
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
お
け
る

危
機
レ
ベ
ル
の
段
階
的
開
催
可

否
等
、
町
の
共
通
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
　
県
が
示
す
対
応
方
針
で
、

主
催
者
等
が
責
任
も
っ
て
開
催

し
、
町
は
情
報
提
供
す
る
。

問
　
河
川
の
堆
積
物
は
、
河
川

の
断
面
積
を
減
ら
し
、
保
水
力

を
弱
め
、
流
量
に
影
響
を
与
え

る
雨
水
災
害
の
元
凶
。
河
川
の

堆
積
物
の
撤
去
状
況
は
。

建
設
水
道
課
長
　
定
期
的
な
パ

ト
ロ
ー
ル
で
、
状
況
を
確
認
し
、

適
宜
に
撤
去
し
て
い
る
。
現
在
、

砥
川
河
口
で
、
６
０
０
０
t
を

目
標
に
撤
去
中
で
あ
る
。

問
　
究
極
の
治
水
対
策
は
諏
訪

湖
の
保
水
力
を
高
め
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
、
浚
渫
が
必
要
と

考
え
る
が
。

町
長
　
浚
渫
土
の
処
分
確
保
が

困
難
等
と
し
て
、
Ｈ
15
年
か
ら

中
止
さ
れ
て
い
る
。
治
水
の
観

点
で
は
場
所
に
よ
っ
て
浚
渫
が

必
要
な
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、

注
視
す
る
。

問
　
積
極
的
に
諏
訪
湖
浚
渫
再

開
を
求
め
る
行
動
を
。

町
長
　
湖
へ
の
土
砂
体
積
は
、

自
然
の
摂
理
で
あ
る
の
で
…
。

浚
渫
が
必
要
で
は
な
い
と
い
う

意
味
で
は
な
い
。

問
　
町
の
補
助
金
対
象
組
織
で

あ
る
下
諏
訪
観
光
協
会
の
会
長

職
へ
の
町
長
就
任
は
、
不
適
切

で
あ
る
と
の
見
方
が
あ
る
。
就

任
し
た
経
緯
と
、
考
え
方
は
。

町
長
　
観
光
事
業
者
の
廃
業
、

高
齢
化
で
活
動
が
困
難
に
な
っ

て
き
た
事
と
、
自
分
の
観
光
振

興
へ
の
想
い
が
重
な
っ
た
。
協

会
の
方
向
性
、
組
織
の
在
り
方

を
変
え
る
過
渡
期
。
基
本
は
、

協
会
長
は
民
間
の
方
に
担
っ
て

頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

主催者が責任を
　　　　もって開催

企画開催に
　　　共通ガイドラインを

林　元夫林　元夫町 長

問
　
星
ヶ
塔
遺
跡
ツ
ア
ー
が
ブ

レ
イ
ク
し
た
が
、
感
想
や
、
新

た
な
企
画
の
立
案
は
あ
る
か
。

産
業
振
興
課
長
　
多
く
の
参
加

者
が
楽
し
め
た
と
実
感
し
て
い

る
。
売
り
で
あ
る
「
博
物
館
か

ら
見
え
る
景
色
」
を
、
入
館
者

に
伝
え
た
い
。

問
　
今
後
の
新
し
い
企
画
の
内

容
は
。

産
業
振
興
課
長
　
下
諏
訪
か
ら

世
界
に
発
信
し
続
け
た
世
界
的

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
松
澤
宥
」

生
誕
１
０
０
周
年
の
企
画
展
を

開
催
す
る
。

問
　
貯
蔵
品
の
館
外
展
示
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長
　
十
分
に
検
討

の
余
地
は
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
宮
街
道
線
混
雑
の
対
策
は
。

建
設
水
道
課
長
　
ゾ
ー
ン
30
や
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
活
用
し
て
、

緩
和
を
促
し
た
い
。

問
　
富
部
信
号
機
の
待
ち
時
間

が
長
い
と
の
声
が
あ
る
が
。

建
設
水
道
課
長
　
警
察
署
と
相

談
し
た
。
協
議
・
検
討
を
す
る

と
の
こ
と
。

問
　
今
年
の
開
催
実
績
は
。

町
長
　
２
回
あ
り
、
生
活
ク
ラ

ブ
、
商
工
会
議
所
青
年
部
と
の

意
見
交
換
を
し
た
。

問
　
感
想
と
、
今
後
の
予
定
は
。

町
長
　
と
て
も
良
い
話
し
合
い

が
で
き
、
少
人
数
の
会
話
に
好

感
が
持
て
た
。
自
ら
出
向
い
て
、

少
人
数
で
も
行
い
た
い
。

問
　
今
後
の
応
援
施
策
は
。

町
長
　
12
月
よ
り
、
年
末
年
始

お
買
い
物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開

始
。
飲
食
店
・
商
店
を
対
象
と

し
た
。
事
業
主
や
お
客
様
か
ら

の
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
た
。

魅力、歴史文化の
　　　　　再発見を

諏訪湖博物館の
　　　　　今後の企画は

樽川 信仁樽川 信仁

貯蔵庫に収まる多数の
　　　　　　　大和作内作ブロンズ像高浜源湯横の水路
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ゆ
た
か

道
路
行
政
に
つ
い
て

お
で
か
け
町
長
室

諏
訪
湖
の
浚
渫
必
要
で
は

町
内
飲
食
店・商
店
の
応
援

し
ゅ
ん
せ
つ



問
　
10
年
後
20
年
後
の
各
小
学

校
の
生
徒
数
は
。

教
育
長
　
現
状
の
生
徒
数
は
、

南
小
５
８
８
人
、
北
小
２
４
９

人
、
厚
生
労
働
省
の
国
立
社
会

保
障
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る

と
。
10
年
後
、
南
小
４
４
３
人
、

北
小
１
８
８
人
　
20
年
後
、
南

小
３
７
２
人
、
北
小
１
５
８
人

と
推
測
さ
れ
る
。
統
合
に
つ
い

て
は
、
５
年
後
に
大
き
く
変
化

し
な
け
れ
ば
10
年
後
ま
で
は
現

状
で
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　

問
　
赤
砂
崎
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想

に
つ
い
て
、
進
展
及
び
方
向
性

は
。

町
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で
状
況
が
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
諏

訪
湖
畔
エ
リ
ア
の
活
性
化
の
視

点
で
構
想
の
練
り
直
し
、
仕
切

り
直
し
も
検
討
し
て
い
く
。

問
　
い
ず
み
湖
公
園
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
等
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
　
今
後
の
あ
り
方
、
使
用

方
法
を
他
の
施
設
の
視
察
を
行

い
な
が
ら
利
用
者
に
と
っ
て
何

が
一
番
良
い
か
、
研
究
課
題
と

し
て
い
る
。

問
　
八
島
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
の

利
用
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
Ｈ
16
年
度
ま

で
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
管
理

上
の
問
題
か
ら
現
在
は
使
用
さ

れ
て
い
な
い
。

問
　
国
か
ら
の
借
地
面
積
と
契

約
期
間
は
。

産
業
振
興
課
長
　
野
営
場
と
し

て
３
６
０
７
㎡
、
３
年
間
契
約

で
更
新
さ
れ
て
い
る
。

問
　
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
の
再

開
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

産
業
振
興
課
長
　
老
朽
化
に
対

す
る
整
備
を
、
ど
の
様
に
し
て

い
く
か
検
討
し
て
い
る
。

町
長
　
管
理
面
か
ら
休
止
し
て

い
る
が
、
研
究
さ
せ
て
頂
き
た

い
。

問
　
歩
き
や
す
い
環
境
整
備
や

各
観
光
場
所
に
絵
と
説
明
看
板

を
置
く
な
ど
、
星
ヶ
塔
遺
跡
に

投
資
も
必
要
と
考
え
る
が
、
新

た
な
施
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
星
ヶ
塔
遺
跡

は
、
来
年
度
か
ら
国
史
跡
と
し

て
の
保
存
活
用
計
画
策
定
に
着

手
し
、
具
体
的
な
活
用
に
向
け

検
討
。

問
　
お
い
で
や
か
ら
の
通
路
と

し
て
ア
ー
ケ
ー
ド
設
置
し
て
、

雨
に
ぬ
れ
ず
ア
ク
セ
ス
で
き
る

な
ど
、
矢
の
根
や
の
施
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
矢
の
根
や
の

展
示
替
え
を
検
討
中
。

問
　
誰
も
が
旅
を
楽
し
め
る
よ

う
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
充
実
さ
せ
た
観
光
推
進
は
。

産
業
振
興
課
長
　
推
進
団
体
と

の
協
議
で
、
観
光
面
で
の
共
生

社
会
実
現
に
寄
与
し
た
い
。

問
　
広
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
町

出
身
の
柳
澤
寿
男
氏
を
招
い
た

芸
術
祭
等
の
企
画
は
、
ど
う
か
。

町
長
　
町
が
主
催
者
と
な
る
考

え
は
な
い
。
公
園
ス
ペ
ー
ス
を

運
営
す
る
民
間
事
業
者
を
公
募

選
定
す
る
制
度
活
用
を
検
討
中
。

問
　
高
齢
者
の
為
に
、
春
に
は

桜
見
物
を
し
て
、
健
康
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
運
動
、
足
湯
で
語
ら

い
、
バ
ス
で
お
見
送
り
を
す
る

企
画
は
初
期
の
目
的
が
叶
う
。

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
施
設
に
足

を
運
ん
で
も
ら
う
機
会
を
増
や

し
た
い
。
保
健
指
導
、
介
護
予

防
な
ど
の
面
か
ら
利
用
者
拡
大

を
図
り
た
い
。

問
　
御
柱
祭
の
来
町
者
数
等
の

見
込
み
は
。

産
業
振
興
課
長
　
前
回
の
下
社

御
柱
祭
の
人
出
は
、
92
万
９
千

人
。
上
社
、
下
社
を
合
わ
せ
た

観
光
消
費
額
は
１
６
１
億
６
千

万
円
。
減
少
が
推
測
さ
れ
る
。

赤
砂
崎
公
園
の
活
用

指揮を務める柳澤寿男氏現在の八島高原キャンプ場

国史跡として
　　　保存活用計画

星ヶ塔遺跡
　　　投資も必要

大橋 和子大橋 和子

2030年までは
　　　　現状で

学校統合を
　　　どのように考えるか

岩村 清司岩村 清司 産業振興課長教育長
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議
会
掲
示
板

しもすわ町議会だより
令和 4 年 1 月 28 日

議会の活動を掲載します。議会の活動を掲載します。

商工会議所との懇談会商工会議所との懇談会

　下諏訪商工会議所との懇談会を、10月26
日（火）に実施しました。
　商工会議所が、町に提出した「要望書」の
内容を知り、自らの議員活動に生かそうと
の狙いで、年に一回開催しているものです。
商工会議所から小林会頭はじめ、３人の副
会頭、専務理事を迎え、全議員が出席しま
した。
　町の稼ぎ頭である製造業と観光業をどう
守り発展させていくべきか、「三角八丁」に
駅エリアを含めた「四角八丁」を考えるべ
き、コワーキングスペースの整備、「あざ
み号」では不十分な交通体系の構築など新
規要望を主に説明いただき、質疑応答の時
間を取りました。

　また、要望書の基となった「下諏訪商工
会議所中期商工業振興ビジョン」について
は、日を改めた11月１日（月）の議員学習
会で、津村副会頭から説明を受け学びを深
めました。

　下諏訪町議会では、新型コロナウイルス
感染症拡大の影響で、今年度も大勢の皆さ
んに町総合文化センターなどに集まってい
ただく形の「議会報告会」の開催を見送り
ました。それに替えて、居住する議員がい
ない四地区の公会所に、議員が３～４人の
少人数でお邪魔する懇談会方式を実施する
ことにしました。

11月９日～17日に、夜間4・5・9・10区で
開催された理事者会などにうかがい、ラン
ダムにご意見をお聞かせ願い、災害への対
応、広報無線はじめ町の情報発信に対する
要望、道路行政に対するご意見・ご要望など、
多くを頂戴しました。その後、11月22日
議会全員協議会にて、各会場でお聞きして
きた内容を全議員で情報を共有しました。
　12月定例会では、各区から出された「災
害対策」「交通対策」などを一般質問で取り
上げる議員が、複数でした。

四地区に赴き
　ご意見うかがう
四地区に赴き
　ご意見うかがう
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掲
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進
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光
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矢
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光
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催
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。
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４
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３
５
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。
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Ｒ
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Ｒ
２
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Ｒ
３
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　　　　　　への思いは
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特
別
企
画

下諏訪温泉健康浴場の誘致を行います

1415 しもすわ町議会だより
令和 4 年 1 月 28 日

しもすわ町議会だより
令和 4 年 1 月 28 日

特別企画特別企画特別企画
これを
　実行したい！
これを
　実行したい！

森　　安夫

樽川　信仁

田嶋　　彰

増沢　昌明

林　　元夫

岩村　清司

若者への町内就労支援で下諏訪町の活性化

「稼ぐ観光」より、豊かな生活支援の町政を

商業施設と観光施設を赤砂崎に作ります

諏訪市・岡谷市・下諏訪町の合併の実現

諏訪経済圏の確立に向けて広域連携を計る

特
別
企
画

①町内インターンシップ参加者への旅費、宿泊費の
全額補助　②町内就職者に奨学金の返済補助　③企
業の採用活動費に補助金　④町内就職相談窓口を設
置し、きめ細やかな就労支援。

温泉のある町の最大のキーワードは、多くの人々が
集える施設の整った総合温泉健康ラウンジの建設だ
と思う。ビジネスホテルの建設も同時に行い、わが
町の一番の売りにしたいと考える。

風光明媚な赤砂崎に、１階が諏訪湖・富士山・御柱
を体感できる商業施設、２階がビジネスマンや観光
客が宿泊でき喜んでもらえる観光施設を設置して、
おいでなしてしもすわの拡大を図る。

自然、歴史、温泉などの恵みを町民が共有し癒され、
来訪者には観光資源としておもてなしとする。そし
て、町民のゆりかごから墓場までの一生に寄り添っ
たトータルな生活支援の町政を進める。

広域連合は、主に広域消防と介護保険事業だけ。諏訪圏
における経済連携は皆無に等しい。“諏訪圏カード”“諏訪
商品券”の発行も面白い。工業マッチング連携、諏訪圏
観光DMOの推進、諏訪圏合同イベントの開催…。

合併は地域コミュニティを再構築する住民参加のチ
ャンスである。合併こそ最大の行政改革である。行
財政能力を高め、経費を削減し、財源を生み出す絶
好の行政手法である。私は政治生命をかける。

中村　光良

金井　敬子

教育分野の保護者負担軽減と国保税引き下げ

元気で活気ある町　支えあう温かい町に
まずは町を支える現役世代と子ども達の人口増を図る。
そのうえで、町民同士が支えあう温かい町を目指す。町
内どこに住んでも同じように暮らせる町、ひとつの家族
と思える町が理念。

保育園・小・中学校の給食無償化、学用品の見直し、
給付型奨学金の拡充などで、保護者の経済的負担軽
減を図る。また、一般会計からの財源繰り入れによ
り、高すぎる国保税を引き下げる。

中山　　透

野沢　弘子

若年世代が働ける場所作りと新天竜川造成を

小・中一貫校を設置して、質の高い学校教育
下諏訪に住んでいるからこそ通学できる公立小・中一貫
校を設置する。切れ目なく、質の高い教育が受けられる
ことにより、下諏訪町へ若者の移住を促進し、人口増と
少子高齢化に対応していく。

若い世代の働き先として企業を誘致し、空き施設は
コワーキングスペースに活用。また、諏訪湖満水時
の水害防止を６市町村で要請し、釜口水門放水口を
拡幅、堆積物を除去し、新天竜川を造成。

大橋　和子

松井　節夫

安心安全な町にする

インバウンドを推進し世界の下諏訪町にする
世界的に認知の低い下諏訪町を国際的に人気が出るよう、
現地旅行関係者との連携を持ち、長年旅行業経験で得た
知識と英語、西語を活かし、通訳を雇わず、自ら、経費
をかけず営業に専念する。

議員になって取り組んだことは、安心安全な町づく
り。災害が繰り返し起こるので、なおさら重要なこ
とだと思う。私の質問は住民要望を基にしているの
で、町長だったら全て実現させる。

青木　利子

男性と女性が50：50の自然なまちづくり
あらゆるところに女性と男性が50：50（フィフティ
ーフィフティー）に存在し格差のない町にしたい。
例えば議場でも男性と女性が半分ずつ占める議会へ。
さらに誰もが議員になりたくなる議会に、また町に。
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、
宿
で
飲
ん
だ
水
道
水
が
冷
た
く
美
味
し
か
っ
た

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
後
何
度
も
足
を
運
ぶ
う
ち

に
、
移
住
さ
れ
た
方
々
が
お
店
を
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
町
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
力
を
借
り
て
、
遂
に
、

移
住
へ
と
至
っ
た
訳
で
す
。
商
店
街
の
方
や
地
元
の
店
主

が
語
る
「
こ
の
街
が
盛
る
」
の
言
葉
に
私
も
お
手
伝
い
し

た
い
と
い
う
思
い
で
参
り
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
終

息
後
に
向
け
て
、
自
店
を
通
じ
て
多
く
の
人
に
下
諏
訪
町

に
来
て
も
ら
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
住
み
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
こ
の
町
で
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
下
諏
訪
町
に
移
住
し
て
」

「
下
諏
訪
町
に
移
住
し
て
」

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
面
白
い
特
集
が
組

ま
れ
ま
し
た
。
Ｒ
４
年
度
の
予
算
編
成
時
期
を

踏
ま
え
、「
私
が
町
長
だ
っ
た
ら
」
こ
う
し
た
事

も
実
行
し
た
い
と
い
う
、議
員
の
考
え
方
を
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
表
し
た
も
の
で
す
。
私
が
町
長
な

ら
も
っ
と
こ
こ
に
重
点
を
お
き
、予
算
措
置
を
す

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
議

員
の
思
い
を
汲
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、大
変
幸
い

で
あ
り
ま
す
が
、
実
行
に
無
理
が
あ
る
無
責
任

な
提
案
で
な
い
こ
と
を
思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
ど
こ
か
の
市
長
は
、選
挙
で
の
看
板
公
約
が
議

会
で
否
決
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
住
民
に
良

い
印
象
を
与
え
て
当
選
し
た
も
の
の
、施
策
を
実

現
で
き
ず
に
住
民
を
欺
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
今
回
の
議
員
の
提
言
に
、「
大
風
呂
敷

を
広
げ
た
」
と
か
「
大
ほ
ら
吹
き
」
と
と
ら
れ

る
よ
う
な
提
言
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
そ
れ
で
、
面

白
い
訳
で
す
し
、
こ
れ
ら
の
提
言
も
住
民
の
皆

様
の
普
段
か
ら
の
ご
意
見
か
ら
成
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　「
大
風
呂
敷
」や「
ほ
ら
吹
き
」で
な
く
す
る
に

は
、
現
状
を
充
分
認
識
し
・
視
点
を
変
え
・
知

恵
を
出
し
合
い
・
先
を
読
み
な
が
ら
実
行
可
能

な
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
町
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
は
将
来

に
向
け
て
大
局
的
な
政
策
や
考
え
を
持
つ
こ
と

は
議
員
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。
考
え

も
つ
か
な
い
も
の
へ
の
挑
戦
も
大
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
池
田
勇
人
の「
所

得
倍
増
計
画
」や
田
中
角
栄
の「
日
本
列

島
改
造
論
」
な
ど
戦
後
を
代
表
す
る
政

治
家
は
日
本
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

私
ど
も
町
議
会
議
員
も
大
き
な
ほ
ら
貝

を
常
に
持
ち
、
い
つ
で
も
響
か
せ
る
施

策
を
持
っ
て
居
た
い
も
の
で
す
。

　
町
を
変
え
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
慣

習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
大
志
を
抱
き
、
近

隣
自
治
体
に
か
ま
わ
ず
、
町
独
自
の
政

策
を
実
行
す
る
事
も
大
切
と
考
え
ま
す
。

　
今
回
の
議
員
の
提
言
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
町
民
の
皆
様
は
ど
う
受
け
止
め

た
で
し
ょ
う
か
？

議長のつぶやき

「大風呂敷を
　　　　広げる」
「大風呂敷を
　　　　広げる」

令
和
４
年（
2022）１

月
28日

編
集
／
広
報
特
別
委
員
会
　
　
発
行
／
下
諏
訪
町
議
会

電
話（
0266）27－

1111　
FA
X（
0266）27－

1237
下
諏
訪
町
　
議
会
だ
よ
り
で
検
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Ｒ
４
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
御
柱
年
で
す
。
本
来

な
ら
各
地
区
に
て
、１
月
か
ら

綱
打
ち
が
始
ま
り
ま
す
。
私

は
御
田
町
の
祭
典
委
員
長
を

拝
命
さ
れ
昨
年
の
暮
れ
の
押

し
迫
る
中
、役
員
分
担
を
決
め

ま
し
た
。そ
れ
か
ら
一
人
一
人

に
御
願
い
を
し
て
よ
う
や
く

組
織
を
作
る
所
ま
で
は
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。「
よ
し
や
る

ぞ
！
」
今
年
は
ど
ん
な
お
祭

り
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。大

き
な
期
待
と
皆
様
の
ご
健
康

を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
も
収

束
し
て
楽
し
い
１
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。
お
祭
り
大
い

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
樽
川
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誰が一番
大ほら吹きか？


